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人工呼吸関連機器:ユーザーのレポー ト

人工呼吸 :22巻2号

Adaptive Support Ventilation (ASV)の臨床使用経験

手稲諜仁会病院麻酔科集中治療室横山健

近年、人工呼吸器は様々な呼吸モードを装備するよ

うになった。中には類似した呼吸モードでありなが

ら、各社の名称、が異なり混乱を招いているものもあ

る。一方で、患者との同調性や呼吸仕事量を重視した

独自の機能や自動ウイニングを指向した先鋭的な呼吸

モードも開発されている。その中でもハミルトン社が

開発した ASVモードは、従来の SIMV→ PSVの様に

モードを変更することなく、単一モードでウイニング

を進めることができ るユニークな呼吸モー ドである。

ASVモードは、呼吸毎に患者の気道抵抗、換気量等を

測定し、フローボリューム曲線から呼気時定数を導い

ている。そ して、 Otisの式(Fig.l)を用いて呼気時定数

より最適な換気パターン(Fig.2)を導き、その換気パ

ターンに近づくように吸気圧、換気回数、吸気時間を

自動調節するのを特徴としている。

Otisの式
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これまでに関心術後症例での早期抜管効果、ARDS症

例での挿管時間短縮の有用性などについて多数の報告

がなされている。

[当院での使用経験1
2002年、予定開心術術後患者の呼吸器ウイニング

にASVモードで一定のプロトコール*1による早期抜

管を試みた。 本研究では、従来行われていた当院での

呼吸器ウイニング結果と後ろ向き研究で比較し、有意

に挿管時間が短くなるこ とが確認された・'0
2004年 10月からは、Christopherら・1の呼吸器ウイニ

ングプロトコールに準じた方法で、予定関心術術後患

者において ASVモー ドと従来の方法でのラ ンダム前

向き研究を行っている。現在のところでは、挿管時間、

設定変更回数、血液ガス検査回数などで統計学的有意

差は出ていないが、臨床使用での ASVモードによる

呼吸器ウイニングは安全で設定変更も容易であり、有

用との印象を待ている (最初の設定を除けば、 %Min

Volの補助比率を変えるのみである)。

[当院での今後の臨床使用について]

ASVモードはその特徴から、重症呼吸不全症例、人

工呼吸器ウイニング困難症例、重症心不全合併症例な

どで、より アドバンテージを発揮できる可能性がある。

当施設でも徐々に臨床使用範囲を広げている。

[問題点と展望]

VCV、PCVによる SIMV+PSVモードがあまりに一

般化しているため、ASVモードをはじめとする新しい

呼吸モードは、なじみのない看護師や医師たちの理解

を得ることがなかなか難しい。ASVモードは、まだ本

邦ではメジャーなモードではないため、幅広い使用車壬

験、その有用性、原理の理解なとの浸透が必要となろ

う。今後は、長期人工呼吸管瑚患者での使用プロト

コールの検討や自動ウイニングに向けたモード自体の

発展も期待される。また、折角ここまで自動化された

のであれば、吸気ライズタイムや呼気サイクルオフの

自動化も是非実現してもらいたいものである。現在

ASVモードは、ハ ミルト ン社製ガリレオに加え廉価版

の姉妹機種となるラファエルにも装備され、広く臨床

使用できる環境が整ったと言えるだろう。

まずは使って、そのユニークさを実感していただきたい 1
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2長品道生、横山健、片山勝之新しい人工呼吸モードAdaptive

Support Ventilation (ASV)を用いた早期抜管の試み。第12回日
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豊富な換気モード・多彩な機能を標準装備
(S)CMV、SIMV、SPOI¥l丁、ASV、P-CMV、P-SIMV、APVcmv、
APVsimv、DuoPAP、APRV，I¥IIV、PIVTool 

オートウィ一二ング機能を取り入れた
rASVJは、最良の呼吸パターンを提供
し、患者さんの呼吸仕事量を軽減します。
また、新機能 rp/vToolJは患者さんの
静的肺コンブライアンスを評価し、患者
さんにより適した呼吸管理を行う事を可
能にしました。

※写真の加温加湿器は別途販売品です.
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